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谷中のすきま 
―単身者のための集合住宅― 
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―COLLECTIVE HOUSING FOR LIVING ALONE― 
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主査 下吹越武人   副査 陣内秀信・渡邊眞理  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
We live in the town. This is a town even if we change the place of a life. And there is a community in a 
town. However, the community which is relation of people eliminates others. 
If there is “white space” 
I wondered about present-day collective housing and the home of living alone. And I groped for the 
method that living alone is added to the community of the area, with a new communication tool. As a 
result, I discovered the possibility of new community. 
With a new communication tool, a life is released to a town. And I plan the collective housing of living 
alone in YANAKA with a strong community.  
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１．はじめに 
私達は，まちの中で暮らしている．暮らしの場所を変えても，そこはまちの中である．そして，そのまちには
コミュニティーがある．しかし，人と人の繋がりであるコミュニティーは，時に他を排除する． 
そこに，ふと入り込めるような“すきま”が存在したら・・・ 
 
本計画は，現代の集合住宅のあり方，単身者の住まい方に疑問を懐き，新たな地域に住まう単身者が，どのよ
うに地域のコミュニティーへ加わることが可能かを模索した． 
ここで私は，現代のコミュニケーションの方法に目を向け，進化した方法によって，新たなコミュニティー形
成の可能性を見出した． 
新しいコミュニケーションの方法によって，暮らしを街へと解放し，まちのコミュニティーが強いと考えられ
る谷中において，単身者の集合する住まい方を計画する． 
 
２．集合住宅と社会 
（１）集合住宅の流れ 
 世の中  住宅・都市をめぐる状況  集合住宅設計における動き  集合住宅の例  
戦前  1923 関東大震災    1918 長崎軍艦島  
1924～41 同潤会アパート  
昭和２０年代  1929 世界恐慌  
1940 日米開戦  
1945 終戦  
1946 住宅よこせ大衆運動  
1953 テレビ放送開始  
1945 住宅不足４２０万戸  
1941～46 住宅営団  
1950 住宅金融公庫発足  
建築基準法の制定  
ＤＫ型プラン登場  
団地構成要素の未分化  
1948 都営高輪アパート  
1949 戸山ハイツ都営アパート  
1950 都営宮益坂アパート  
昭和３０年代  1955 家庭電化ブーム  
      三種の神器  
1960 池田内閣  
所得倍増計画  
1964 東京オリンピック  
新幹線開  
1955 日本住宅公団発足  
1957 住宅建設５ヵ年計画  
1958 建売住宅ブーム  
1960 新住宅建設５ヵ年計画  
1962 住宅ローン開始  
1964 ニュータウン開発開始  
 
ＮＳペア  
住宅園地  
自由な道路線形  
平行配置手法の確立  
プレイロット  
歩車分離  
標準設計  
1955 大阪市営古市団地  
金岡団地  
1956 四谷信販コーポラス  
1958 晴海高層アパート  
1960 常磐平団地  
1964 高蔵寺ニュータウン  
1965 コープオリオン  
昭和４０年代  1965 ３Ｃ時代  
1968 水俣病・イタイイタイ病  
         公害病認定  
1969 光化学スモック出現  
1970 大阪万博  
1965 「団地お断り」自治体の出現  
1966 一期住宅建設五ヵ年計画  
1968 都市計画法の制定  
1970 歩行者天国開始  
1972 全ての地域で住戸数が世帯数を
ペデストリアン軸  
段階構成論  
非平行配置の模索  
囲み配置  
土地の高度利用  
1969 代官山集合住宅  
1970 桜台コートビレッジ  
1972 高島平団地  
  広島基町長寿園高層住宅  
   川崎河原町高層住宅  
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1971 ニクソンショック  
1972 日本列島改造計画  
1973 第一次石油ショック  
 
上まわる  
 
高層の積極使用  
現況保存  
ＰＣ全盛  
1975 芦屋浜シーサイドタウン  
昭和５０年代  1979 「日本人はうさぎ小屋に」  
(ＥＣ文書 ) 
第二次オイルショック  
1977 一億総中流論  
1983 東京ディズニーランド開園  
1980 公団・公庫、外国人に開放  
1975 ミニ開発  
1977 日影規制  
   住戸規模の最水準  
平均水準の設定  
      ハウス５５計画  
1980 環境アセスメント条例 (東京 ) 
1981 住宅・都市整備公団の発足  
1982 環境水準の設定  
1983 区分所有法改正  
1984 ＨＯＰＯ計画  
周辺融和  
景観向上  
タウンハウス  
準接地住宅重ね合わせ利用  
需要対応  
歩車融合  
ニューモデル中高層  
メニュー方式  
1976 ライブタウン浜田山  
   水戸六番地団地  
1978 白髭東都営住宅  
1979 タウンハウス諏訪  
1981 前野町団地ＫＥＰ  
1982 すすきの第三団地  
    木場三好団地  
1984 コーポタウン松が谷  
昭和６０年代  1985 民活論  
1987 米国株価暴落  
   (ブラックマンデー )  
1988 バブル時代  
   地価高騰  
 
1985 ワンルームマンション規制  
1986 都市型住戸誘導水準の設定  
1988 不動産投資過熱  
   労働不足・高齢化  
 
複合開発  
ライフスタイル対応  
キャラクタープラン  
マスターアーキテクト方式  
シルバーハウジング  
ノーマライゼーション  
環境との共生  
1985 つくば・さくら団地  
          ユーコート  
1987 プロムナード多摩中央  
1988 ベルコリーヌ南大沢  
      西戸山タワーホームズ  
平成元年  1989 東西冷戦終結  
1990 日米構造協議  
1991 バブル経済崩壊  
1994 規制緩和  
1995 阪神淡路大震災  
1997 消費税５％開始・京都会議  
1998 長野オリンピック  
2001 第一次小泉内閣  
2002 ゆとり教育開始  
2004 新潟県中越地震  
2005 スマトラ島沖地震  
2007 第１回東京マラソン  
   黒川紀章 (73)死去  
2009 政権交代  
2011 東日本大震災  
2012 東京スカイツリー竣工  
1991 不動産価格の下落  
1993 環境基本法  
1994 外国資材の活用  
1995 災害に強い街づくり  
1997 環境影響評価法の制定  
1998 地球温暖化対策推進法の制定  
2000 循環型社会形成推進基本法の制
定  
2002 自然再生推進法の制定  
2006 都市計画法の改正  
2007 省エネ法改正  
2008 住宅エコポイント創設  
2012 「低炭素社会に向けた住まいと住
まい方」の推進方策中間とりまとめ  
 
1989 ヴィンテージヴィラ横浜  
1990 六甲アイランド  
1991 熊本県営保田窪団地  
   大川崎リバーシティー  
1992 大阪府営吉田団地  
   アルテ横浜  
1997 片山ふれあい住居  
2003 東雲キャナルコート  
   河田町コンフォガーデン
Ｃ棟  
2004 egota house A 
2005 森山邸  
2009 ヨコハマアパートメント  
 
（２）現代の集合住宅 
集合住宅は，アクセスの方法によって，住む者達のコミュニケーションを誘発することが出来る．上下階へ移
動するために階段を使用することで生まれる，タテのコミュニティー．平面移動のために廊下を使用することで
生まれる，ヨコのコミュニティー．しかし一般的な集合住宅は，コミュニティーの形成よりも，経済性の高さ，
効率性の良さを重視しがちである．そのため，上下階だけでなく，隣にどんな人が住んでいるかもわからない現
実がある．そこで，住宅街のような表出を促すことが出来る仕組みを取り入れたい． 
（３）現代のコミュニケーション 
人と人のコミュニケーションの方法は日々変化し，増えている．近くにいる人とは，直接会話を楽しむ原始的
な方法．遠くの親せきに季節の便りを書くという昔ながらの方法．親しい友人に電話をしたり，メールを送るよ
うな技術の進歩により可能となった方法．ＳＮＳを利用し，複数の友人や他人に発信する感覚の変化をおこすよ
うな方法．このように，コミュニケーションは複雑になり，間接的になりつつある．その為，「直接的なコミュ
ニケーションが下手になってきている」と考えられる．しかししばらく会っていない友人の現状が把握でき，直
接会った時のコミュニケーションを円滑にし，コミュニケーションの範囲を広げてくれる存在となっていること
も事実である．このように，物理的・時間的に遠い人も近い人も大差なくコミュニケーションが可能となってい
る．また，見ず知らずの他人とも安易にコミュニケーションをとることが可能なのが，現状である．ここで現れ
たのが，近くに友人がいるにも関わらず，ＳＮＳなどを利用し遠くの友人や他人とコミュニケーションをとる者
だ．一見，とても冷たいような，人間味が無いように感じを受ける．しかし私は，これを現代人としての進化的
な行動ととらえ，とても人間らしくと感じる．これもコミュニケーション方法の一つであるからだ．直接的な会
話や間接的にメールをするわけでもなく，空間をシェアし，人の気配を欲しているのである． 
（４）単身者の増加 
単身者による暮らしが増えている．祖父母と息子家族による大家族制の暮らしが当たり前であったのは，はる
か遠い時代で，明治以降から戦後にかけて核家族化が急激に増加し，さらに現在は単身者による住まいが一般的
な方法となっている．この単身者住まいの増加は，高齢化・少子化・晩婚化・未婚化などが進むことで，核家族
がさらに細分化された結果である．一方で，単身者用住居は年々増え続け，使用されていない住居も増え続けて
いるのが現状である． 
３．谷中 
（１）谷中とは 
東京台東区にある，寺院が７０を超えて存在する地域である．そのため墓地が多く墓参りに訪れる人々が行き
交う．さらに，震災・戦災からの被害が少ないことで，昔ながらの日本の風景が残っており，「美しい日本の歴
史的風土１００選」に選ばれている．そのため，まち歩きが盛んに行われており，外国人観光客が谷中を楽しむ
風景を目にすることができる． 
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私が設計の敷地に選んだ場所には，かつて外国人観光客がよく利用したホテルがあり，現在は若い単身者のシ
ェアハウスとして利用されている．街が変化する中で，谷中には独特の変化があるように感じる． 
（２）谷中の形成 
 台東区で最も古くから人類が住みついていた。   
鎌倉 感応寺、善光寺の創建   
室町 「谷中」という地名が現れる。 
まだ寺町ではなかった。 
  
江戸 1625 年 上野寛永寺の創建 谷中の高台に子院が建てられる。 
さらに寺も建立され、寺町となる。 
寺町のとなり、参詣客が増え、その人々の
ための門前町が形成される。そのため、江
戸庶民の行楽地となった。また、江戸の急
速な発展による食糧をまかなうための農業
が営まれ、谷中は生姜が有名であった。 
 江戸中心の寺町は、郊外への移転命令 
が出される。 
谷中に神田からの寺が越してくる。 
寺の門前に町屋ができる。 
 1657 年 外郭内の寺社を周辺へ配置する計画。 谷中に神田、下田からの寺がさらに越してくる。 
寺町の骨格が出来上がってくる。 
明治 天王寺の大部分が都営霊園へ 三崎坂沿い、善光寺沿いほどにしか無かった十戸が、廃
仏毀釈によって宅地化が進む。 
さらに、農村だった低地部にも宅地ができる。 
 
大正 交通機関の発展 都市東京の人口流入 下日暮里、足立、葛飾へと都市が拡大。  
 1923 年 関東大震災 谷中の強い地盤により、全壊はなく、半壊が数戸で済
む。しかし、被災者の移住藍染川の埋没によって低地部
に住む人が現れる。 
震災によって、町の様子が変化した。 
 1924 年 三崎坂から谷中町に至る道路の改修 商店が急増した。 
昭和 1945 年 東京大空襲 谷中は被害に合わなかったとされているが、３００人程
死亡したとの話もある。被害が少なかった地域があるの
は、住民による消化活動のおかげである。 
戦後の区画整理が行われていないため、古
い区画が残っている。そのため、袋小路の
突き当たりに、寺・墓地・崖がある路地が
多く存在する。私の敷地も突き当たりが崖
となる路地がある。 
 バブル時代 震災、戦災から逃れられたのだが、この時代の地価の高
騰や遺産相続問題によって、古い建物が取り壊されてし
まっている。 
平成  日本の情緒を残す町として、観光のまちとなっている。  
 
４．“すきま”とは 
（１）建築の“すきま” 
作品研究として，６つの建築をとりあげる． 
イエノイエ／平田晃久：個人の空間同士がゆるくわけられている． 
House before House／藤本壮介：機能の与えられていない，小さな空間があり，スケールにあった使われ方が
されている． 
フラワーショップ H／乾久美子：細い外部空間によって，光の入り方を操作している． 
house N／藤本壮介：庭として空間を設けることで，家と都市を結びつけている． 
キャトル柿の木坂／moriko kira architect：建築内に路地のような道が通ることで，まわりの道が引き込まれ，
都市と一体となる． 
豊前の住宅／谷尻誠：住宅内に路地のような空間を設けることで，空間が広がる． 
（２）まちにある“すきま” 
実際にまちを歩き、自身のまちの“すきま”をまとめる． 
建築と建築の間隔によってできる“すきま”：暮らしがあふれるための余白となる． 
地形の高低差によってできる“すきま”：目線，動線を上下に移動させる． 
道と建築の間隔によってできる“すきま”：街に人が溜まる要因となり，賑わいを出す． 
建築の高低差によってできる“すきま”：街並みに変化を生み出す． 
（３）谷中の“すきま” 
上記でみられた“すきま”が谷中にも存在した．私有地と公共の場の間に生まれた“すきま”をうまく利用し，
賑わいのあるまちにさらに活気や和みの場を与えている． 
“すきま”とは・・・       ふたつ、もしくは複数の何かを  
ゆるく繋げたり、ゆるく離す 
余白の空間  
５．設計要旨 
（１）敷地 
敷地は，日暮里駅から徒歩３分程にあり，懐かしい風景を持った商店街，谷中銀座沿いです．周辺には，学生
寮・小学校・幼稚園があり，様々な世代が行きかう場です． 
さらに，谷中霊園があることで，遠方から利用される方もいると考えられます．ここに，単身者のための集合
住宅を計画します． 
（２）ゾーニング  step1              step2              step3              step4 
 
 
Hosei University Repository
step1：廃墟となった建築，築年数の古い建築を取り壊す． 
step2：“すきま”となった敷地に屋根をかける． 
step3：周りのプログラムを調べる．  
step4：そのプログラムを建築内へと引き込む．  
（３）設計手法 
a) 平面１ 
 
 
   
すきま”には，それぞれの色をもったプライベートが表出する．“すきま”が連続したことで．隣や向かいを
意識し，個人の「発表の場」となる．そして，住宅街にあるような生活の気配を集合住宅でも感じることができ
る．個人によって多様な使われ方がされる“すきま”となる． 
b)平面２ 
 友達といるのに，直接会話することも
なく，携帯電話を操作している者をみるこ
とがある．このように私たちは，何をする
でもなく，ただ同じ空間にいて，気配を感
じることのみを欲していることがある．同じ空間にいるから会話をしなくてはいけない，コミュニケーションを
とらなくてはいけないという感覚は，もうなくなっているのかもしれない．このような感覚をもったものどうし
であれば，空間や機能を最大限共有することができるのではないだろうか． 
c)断面 
個人の色をもつ“すきま”と空間を共有
するための“すきま”が立てにつながり，
パブリックとプライベートがゆるやかに
つながる．ゆるやかなつながりが，建築内
のパブリックを意識させることで，谷中のまちも意識するようになる．すると親しみが生まれ，谷中の住民とな
ることができる。  
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